
～高等教育の修学支援制度～
これまでの高等教育の修学支援制度の説明および

「多子世帯への支援拡充」・「学業要件の変更」について

【令和7年(2025年)4月開始】
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高等教育の修学支援制度とは？

令和2年度からスタートした高等教育の修学支援制度とは、入学金と授業料の免除・減額

と、※1原則返済不要の給付奨学金、二つの支援が同時に受けられる制度になっています。

いずれも同じ条件のため、まずは給付奨学金の申請を行い、採用が決まると、入学金と

授業料の免除・減額の対象にもなります。

※1 原則返済不要の奨学金ですが、※2学業成績が著しく不良だった場合は、これまでに支給された

給付奨学金が貸与奨学金扱いとなり、全額返済いただくことになります

※2 学業成績が著しく不良とは、授業への出席率が1割未満、修得した単位数が１割未満等
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学校種 支援区分 入学金上限額(年額) 授業料上限額（年額)

大学

第一区分 260,000 700,000

第二区分 173,400 466,700

第三区分 86,700 233,400

第四区分
多子世帯 65,000 175,000

理工農系 86,700 233,400

短大

第一区分 250,000 620,000

第二区分 166,700 413,400

第三区分 83,400 206,700

第四区分
多子世帯 62,500 155,000

理工農系 62,500 155,000

授業料等減免
学校種 支援区分 自宅通学 自宅外通学

大学・短大

第一区分 38,300 75,800

第二区分 25,600 50,600

第三区分 12,800 25,300

第四区分
多子世帯 9,600 19,000

理工農系 支援なし 支援なし

給付奨学金

支援額は？？

ご確認ください！

※入学金は、入学時の春採用(申請時期：4 月～6 月)で申請した方のみ適用となるため、 

秋採用(申請時期：9月以降)で申請した方、2年生以上の学生は対象外 

※授業料等請求額が完全に無償となるわけではなく、各支援区分において上限があるため、 

自己負担金が発生いたします 

※令和 7 年度入学生で、入学時に各種奨学金が適用されている場合は、 

適用後の授業料・入学金に対して支援が行われます 

例①：指定校特別奨学金制度の奨学生となり、入学金 30 万円から 10万円免除された 

➡差額の 20 万円に対して、支援が行われる 

例②：前期、後期ともに大学入学共通テスト奨学生となった 

➡前期授業料は大学入学共通テスト奨学生が適用され 0 円となるため、 

前期授業料は減免対象外・入学金のみ減免対象、 

後期授業料については、修学支援制度適用後、大学入学共通テスト奨学生として差額を給付 
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支援区分の見直しがあります

・毎年10月になると、申請時に提出するマイナンバーで、学生と生計維持
者の住民税情報を日本学生支援機構が取得し、判定を行います。その結果、
支援区分に変動があったり、支援区分から外れる場合もあります。

・支援区分から外れた場合であっても、奨学生の資格が消失したわけでは
ありません。次年度の10月に見直しが行われ、その結果、再度支援の対象
になる可能性があります。
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学業要件の適格認定があります

大学は毎年3月、短大は毎年9月と3月に学業要件の適格認定を実施します。結果は、下記のとおりに区分されます。(令和6年度実施内容)

➀継続・・・次年度も継続して支援をうけることができます

➁警告・・・次年度も継続はされますが、次回の適格認定において下記に該当しないよう注意！

1.修得した単位の合計数が標準単位数の6割以下であること

2.GPA等が学部等における下位4分の1の範囲に属すること

3.履修科目の授業への出席率が8割以下であること、その他の学修意欲が低い状況にあると認められること

➂停止・・・【警告事由2.】に連続して該当した場合（警告事由1.及び3.に連続して該当した場合は、下記➃となる)

➃廃止・・・次年度以降、支援を受けることができません

1.修業年限で卒業又は修了できないことが確定したこと

2.修得した単位の合計数が標準単位数の5割以下であること

3.履修科目の授業への出席率が5割以下であること、その他の学修意欲が著しく低い状況にあると認められること

4.➁の警告事由の1.及び3.に連続して該当した場合

対象学生は、警告・停止・廃止の要
件に該当することがないよう、学業
に努めてください
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令和７年度からの変更点は？～多子世帯～

【令和6年度まで】

・扶養する子が3人以上、且つ、世帯収入
が600万円程度と一定の基準があった

・減免額は満額の1/4

【令和7年度から】

・世帯収入の基準を設けず、扶養する子
が3人以上いる世帯が対象となる

※経済的に自立した(社会人となった)兄妹がおり、扶養する
人数が2人以下となった場合は対象から外れます

・減免額は満額

※授業料等満額の減免とあわせて、給付奨学金の支援も受
けることができます(第四区分の理工農系は除く)
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令和6年度以前より第一・第二・第三・理工農系区分の支援対象者が、
多子世帯にも該当する場合、令和7年度からの支援額はどうなる？

支援区分 入学金及び授業料減免額
日本学生支援機構給付奨学金

自宅通学 自宅外通学

第一区分
多子世帯ではない場合 満額減免

38,300 75,600
多子世帯の場合 満額減免

第二区分
多子世帯ではない場合 ２／３減免

25,600 50,600
多子世帯の場合 満額減免

第三区分
多子世帯ではない場合 １／３減免

12,800 25,300
多子世帯の場合 満額減免

第四区分(理工農系)
多子世帯ではない場合 １／３減免(大学)，１／４減免(短大) 支援なし 支援なし

多子世帯の場合 満額減免 9,600 19,000

★満額減免について、入学金は大学で上限26万円・短大で上限25万円、授業料は大学で上限70万円・短大で上限62万円となります。
★収入が第一区分～理工農系区分の基準に該当し、且つ、多子世帯にも該当する場合、入学金・授業料は満額減免、
給付奨学金は多子世帯の月額ではなく、第一区分～第三区分の月額を受け取ることができます。(理工農系は給付奨学金の支援なし)
★第四区分の理工農系学部と多子世帯、どちらにも該当する場合は、多子世帯を優先して、支援が行われます。
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令和7年度から学業要件も見直されます

令和6年度までは・・・ 令和7年度からは・・・ 令和6年度以前

に入学した学生も
この要件が適用
されます
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高等教育の修学支援制度を受けるには？

～令和6年度以前在学者～
≪これまでに対象となっていない方≫

・申請期間等が確認でき次第、ＷｅｂポータルやＨＰ
でお知らせします。申請期間内に必要な手続きを行っ
てください。

≪令和6年度以前から対象となっている方≫

・令和6年度以前から対象となっている方(休・停止中
を含む)は、支援機構から多子世帯の確認に係る連絡
があった場合、大学を通して手続きを行っていただく
可能性があります。対象の学生にはＷｅｂポータルよ
りご連絡します。

～令和7年度新入生～

・高校在学中に日本学生支援機構の給付奨学金を
【予約採用】で申請、又は、進学後に【在学採用】
で申請してください。

※予約採用で給付奨学金が不採用となっても、在学採用で
採用される場合もあります。不採用となった方は、進学後
に大学窓口へご相談ください。
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給付奨学金の選考結果欄に【多子世帯○】の表示がある場合、第Ⅱ・第Ⅲ区分
の給付奨学生採用候補者又は給付奨学金不採用者のいずれかにおいても、令和
7年度から実施する多子世帯としての支援を受けられる可能性があります。詳
細は「給付奨学生採用候補者のしおり」22ページ、又は「貸与奨学生採用候補
者のしおり」31ページをご参照ください。

赤枠拡大

【多子世帯に該当する場合の採用候補者決定通知】

第Ⅱ区分

【多子世帯以外の区分に該当する場合の採用候補者決定通知】

「候補者決定」の記載がある奨学金が申請可能な奨学金となっています。進学前の段階では仮決定のため、進学後

に改めて希望する奨学金の申請を行う必要があります。奨学金を希望するにも関わらず、進学後の申請を期限までに
行わなかった場合、「在学採用」で再申請することになります。予約採用者で給付奨学金が不採用となっている方も、
在学採用で採用となる可能性がありますので、再申請を希望する方は、進学後に大学窓口にご相談ください。

予約採用者の場合、【採用候補者決定通知】が高校在学中に配
付されます。進学後の手続きで必ず必要になるので、紛失しな
いよう、大切に保管し、進学後に提出してください。
※採用候補者決定通知を紛失した場合は、スカラネットより簡
易版を印刷してください

※「給付奨学生採用候補者のしおり」「貸与奨学生採用候補者のしおり」は、採用候補者決定通知が封入
された封筒に同封されています

第Ⅱ区分
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令和７年度からの多子世帯への
授業料等無償化に係るQ&A（抜粋)

Q-1 「扶養する子供が3人以上」とは、どういう意味か

A-1 申込時点の市町村民税情報に基づき、扶養する子供の数が3人以上であること。仮に子供が3人いたとしても、1人でも社会人となって扶養から外れて

いれば、子供の数は2人になり、対象外となる

Q-2 多子世帯であれば、子供全員が対象となるか

A-2 子供を3人以上扶養している間に、2人同時に大学等に在学している場合は、2人とも対象となる。どちらかが卒業等により扶養から外れ、扶養する

子供の数が2人となった場合は、多子世帯への授業料等無償化の支援は終了

Q-3 多子世帯の考え方は、児童手当と異なるのか

A-3 この制度における支援は「扶養する子供が3人以上」の世帯としており、22歳となる年度末までの児童手当とは異なる。よって、大学を卒業した子供

が大学院へ進学し、引き続き扶養対象となっていれば、大学に在学している子供は、支援の対象となる

より詳しい内容を確認したい方は、文部科学省のＨＰをご覧ください➡
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